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 一般社団法人シニア社会学会・事務局 ２０１２年９月１９日 

１．連続講座『後悔しない終活のために』第 1 回講座のお知らせ 

ただいま、本年（2012 年度）の連続講座について参加者の申し込みを受け付けています。 

第 1 回講座の概要が決まりましたので、お知らせいたします。ふるってご参加ください。 

◆第 1 回講座は、201２年 9 月２９日（土）開催です。◆ 

講演テーマ：「悔いのない老後の経済設計」 

講師：牛嶋 信治（（公財）生命保険文化センター） 

（講演要旨） 

人生 90 年の時代を迎えようとする今日、豊かな老後生活を送るためには「身体的健康」、

「経済的健康」、「精神的健康」、「社会的健康」が大切だといわれます。誰でも初めて経験す

る老後、そのなかでも生活の基盤である経済面についてはいろいろなことが気になります。 

老後の生活資金は年金と貯蓄でまかなえるだろうか。相続税はどのように課税され金額は

いくらくらいになるのだろうか。金融資産を運用する場合に何を注意したらよいのだろうか。

病気や介護が必要になった場合の健康保険や介護保険の自己負担はどうなるのだろうか。生

命保険はどのように見直せばよいのだろうか。 

老後生活の経済面の気がかり解消に向けて勉強してみましょう。 

※参加講座は各回ごとに自由にお選びいただけます。（複数回も可） 

ホームページでも随時お知らせしますのでご参照ください。お申し込みもできます。 

（１）全体テーマ：『後悔しない終活のために』 

  第 2 回以降のテーマと講師  ※第２回は、第１回の翌週開催です。ご注意ください！！ 

  ・第 2 回 201２年 10 月６日（土）「最期まで暮らせる家」（天野 彰） 

  ・第 3 回 201２年 11 月１０日（土）「介護が必要になったら」（望月幸代） 

  ・第 4 回 201２年１２月８日（土）「最期まで自分らしく生きるために 

～私の生き方ノートを活用して」（渡辺敏恵） 

・第 5 回 201３年１月２６日（土）「安心の遺言書」（加藤 隆） 

  ・第 6 回 201３年 2 月２３日（土）「その人らしい葬儀と墓」（荒井浩道） 

（２）場 所 ：東京銀座・資生堂 ９Ｆホール 

（http://www.shiseido.co.jp/parlour/html/res_ginza04.htm） 

（３）開催要領：各回とも、14 時～16 時の開催。募集人数は最大 45 名。 

       各回の参加費は、会員 2500 円、非会員 3000 円を会場でお支払いください。 

※お申し込みは、「①お名前」、「②参加講座（参加の回）」、「③連絡先」を明記し、e メール、

FAX で事務局まで。 

※参加費は当日、会場にてお支払いください。 

※各回ごとに JAAS News やＨＰで随時お知らせいたしますが、ご家族やご友人などにもお

ＪＡＡＳ Ｎｅｗｓ 第１５９号をお届けします 
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声掛けをお願いいたします。多数の方のご参加をお待ちしております。 （事務局担当 鈴木） 

 

２．研究会からのお知らせ 

◆「シニアのＩＣＴ活用研究会」第２回開催のご案内 

１）日時：２０１２年１０月１日（月） １７：００～１９：００ 

開催は原則的に毎月第二月曜日の 17～19 時を予定しております。 

連休と重なる１０月は第一月曜日の１０月１日（月）に開催します｡ 

２）参加費：５００円 

３）場所：(公財)ダイヤ高齢社会研究財団 会議室  

新宿区新宿一丁目３４番５号直田ビル３階 http://dia.or.jp/access/ 

４）参加のご連絡およびご質問については、澤岡詩野までご連絡ください。 

e メール ：sawaoka@dia.or.jp   電話：０３-５９１９-１６３１ 

 

◆第６２回社会保障研究会のお知らせ 

１）日時：１０月１８日（木）１８：００から 

２）場所：高齢者協同組合会議室 

３）報告者：金 貞任（東京福祉大学教授） 

４）テーマ：日韓の介護保険制度と要介護高齢者の最期の居場所（案） 

※お問い合わせ、参加申込は事務局佐藤[fujiko11kasei11ocha@yahoo.co.jp]迄ご連絡下さい。 
 

◆第６３回社会保障研究会のお知らせ 

１）日時：１１月９日（金）１８：００から  

２）場所：高齢者協同組合会議室 

３）報告者：真野 俊樹（多摩大学教授） 

４）テーマ：医療制度に関する報告（案） 

 ※１１月は講師の都合で、金曜日開催となりますので、間違いのないよう願います。 

 

◆第７回｢シニア社会の正義｣研究会のご案内  

１）日 時 ：１０月１５日（月） １６：３０～１８：３０ 

２）場 所 ：早稲田大学国際会議場４階第７共同研究室 

３）テーマ ：M・サンデル著『これからの｢正義｣の話をしよう』第４章を読んで、その要約

と問題提起    発表者 ： 大木壯次さん 

４）その他 : 研究会参加費として３００円を徴収させていただきます。 

           お問い合わせ等は、事務局島村までお願いします。 

 

３．団体活動報告『つながろう！つなげよう！広げよう！』第３回 

「すみだ燃えない・壊れないまちづくり会議」プロジェクト 

 この度事務局メンバーに加わった福原秀一が、主に所属している団体とその団体を通じてか

かわっているプロジェクトの紹介をさせていただくことでご挨拶に代えさせて頂きます。 

 「介護保険を持続・発展させる１０００万人の輪」（樋口恵子、白澤政和、高見国生の３氏

が共同代表）という運動組織の事務局の立場で運営委員をお願いした袖井会長や、住田裕子弁

護士（ＮＰＯ法人長寿安心会の代表理事）との接点ができました。以下に昨年から長寿安心会

の事務局として係わっている、墨田区の「すみだ燃えない・壊れないまちづくり会議」という
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プロジェクトをご紹介します。 

 墨田区の北部地域は空襲被害にも遭わずに古い建物が残っている都内でも有数の燃えやす

く壊れやすい街です。昨年度まで首都直下地震に備え、地域の実情に合った老朽建築物の建替

え促進、不燃化・耐震性向上の研究・政策的提案をするべく活動が進められてきましたが、防

耐火改修制度の推進と並行して、個別の生活のあり方に関与しつつ、「燃えない・壊れないま

ちづくり」を進めることが必要だとの結論に至りました。区の建築指導課が中心でスタートし

た防災活動が、先進事例の見学や、地域住民の意見を聞く「集いの場」を作っての情報収集を

通じて、“地域に根ざした居場所作り”をめざす形となり、今年度中には「寄合い処」が開設

される予定です。 

 紙幅の関係で説明は略しますが、建築指導課のような正にハードのみを管掌する組織が前述

のような地域・ソフト志向でプロジェクトを進めつつあるきっかけの一端は、このプロジェク

トを支える助成金が都の新しい公共関連予算であることだと思っています。私たちの活動がこ

のようなモデルのより広い推進の一助となれれば幸いです。 

 

４．シニア・ニュース  
◆第２６回リセンス学級会 開催のお知らせ 
竹島をめぐり強行的姿勢に変貌した韓国。体当たりの衝突、領海侵犯を繰り返す中国。 

両国の露骨な対日圧力の背景には、どんな計算があるのか。そして、静観を装う米国の真の思

惑は？ 

外交のスペシャリスト孫崎氏を「先生（講師）」に、新「学級委員（モデレーター）」に"日

本のマイケル・サンデル"こと哲学者の小川仁志氏をお迎えしてのリニューアルスタート！ 

皆様、とことん語り合いましょう ！お誘い合わせの上、ぜひご参加ください。 

日時：１０月４日（木）１９:００～２１:００ 

会場：「芸能花伝舎」（旧淀橋第三小学校） 

（アクセス⇒ http://www.geidankyo.or.jp/12kaden/08access/index.html） 

テーマ：『尖閣、竹島を奪られる日』 

講師：■ 孫崎 享（まごさき うける）／元外交官、評論家1943年旧満州国生まれ。 

1966年、東京大学法学部中退、外務省入省。駐ウズベキスタン大使、国際情報局長、駐

イラン大使を歴任。国際情報局長時代は各国情報機関と積極的に交流。2002年より防衛

大学校教授。2009年3月退官。 

■ 新・学級委員プロフィール 

小川 仁志（おがわ ひとし）／哲学者・徳山高専准教授。1970年京都市生まれ。 

京都大学卒業後商社に就職するも、台湾で民主化運動に触発され退職。４年間のフリー

ター生活を経て、市役所勤務の傍ら大学院にて博士取得。商店街での「哲学カフェ」等、

市民のための哲学を実践中。 

申込先：電話／メール／FAXにて 

    株式会社ブレイン・コミュニケーションズ TEL：03-3288-6981 FAX：03-3288-7307 

担当：三田 mita@brain-communications.jp 

 

一般社団法人シニア社会学会・事務局 （月・水・金オープン） 

〒150-0002 東京都渋谷区渋谷３－１５－５ パールビル４階 

電話＆FAX：（03）5778-4728 

e メール：jaas@circus.ocn.ne.jp URL： http://www.jaas.jp/ 

  


